
令和 5 年度広島平和記念式典小中学生派遣事業
～今、平和への想いを一つに～

昭和 20 年 （1945 年） 8 月 6 日午前 8 時 15 分。 広島の街に原子爆弾が投下され、

一瞬で大切な人の命と日常が奪われました。

あれから 78 年。 広島市で毎年開催されている広島平和記念式典への小中学生派遣も

本年度で 12 回目を迎えました。

今も核兵器の拡散が懸念され、 世界各地で繰り返される紛争では、 尊い命が奪われ、

多くの人が傷ついています。

そうした中、 磐田市の未来を担う子どもたちが、 被爆地 ・ 広島でどのような体験をし、

何を学び、 どのように感じたのかを紹介します。

令和 5 年度広島平和記念式典小中学生派遣団
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爆
心
地
か
ら
約

2

㎞
に
あ
る
安
田
女
子
高
等

学
校
に
は
「
被
爆
桜
」
と
呼
ば
れ
る
桜
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
桜
の
木
も
被
爆
し
ま
し
た
が
、
今
で
も

春
に
な
る
と
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
被
爆
桜
の
前
で
、
同
校
の
生
徒
会

か
ら
被
爆
し
た
当
時
の
話
を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

磐
田
市
と
の
つ
な
が
り
は
、
平
成
22
年
度
の
平

和
記
念
式
典
で
偶
然
お
話
を
し
た
生
徒
さ
ん
と
の

交
流
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
23
年
度
か
ら
訪
問
を

　

平
和
記
念
公
園
は
8
月
6
日
㈰
に
行
わ

れ
る
平
和
記
念
式
典
に
向
け
て
、
平
和
へ

の
想
い
と
祈
り
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
和
記
念
公
園
は
、
昭
和
24
年
８
月
６

日
(
1
9
4
9

年
)
の
広
島
平
和
記
念
都

市
建
設
法
の
制
定
に
伴
い
、
こ
の
地
区
一

帯
が
平
和
記
念
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
方
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
公
園
内
に

あ
る
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
慰
霊

碑
や
記
念
碑
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

公
園
の
象
徴
で
あ
る
「
原
爆
ド
ー
ム
」
は
、

当
時
、
原
爆
投
下
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
大

破
し
ま
し
た
が
、
爆
風
を
真
上
か
ら
受
け

た
た
め
、
壁
の
一
部
と
ド
ー
ム
の
鉄
枠
は

倒
壊
を
免
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

原
爆
ド
ー
ム
の
迫
力
を
感
じ
な
が
ら
当
時

を
思
い
、
静
か
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
あ
る
「
原
爆
の
子
の
像
」
は

被
爆
し
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
霊
を
慰
め
、
平
和
を
呼
び
か
け
る
た

め
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
原
爆
の
子
の
像

の
周
辺
に
は
多
く
の
折
り
鶴
が
捧
げ
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
も
各
学
校
で
、
平
和
を
祈
っ

て
折
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
、
核
兵
器
と
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
作
ら
れ

た
「
平
和
の
鐘
」
を
み
ん
な
で
心
を
込
め

て
突
き
ま
し
た
。

安
田
女
子
高
等
学
校
訪
問

し
て
い
ま
す
。
安
田
女
子
高
等
学
校
で
は
、
被
爆

桜
の
命
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
桜
の
苗
木
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
苗
木
は
磐
田
市
に
も
届

け
ら
れ
、
市
内
の
小
中
学
校
や
か
ぶ
と
塚
公
園
に

植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
原
爆
投
下
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
生
徒
、
職
員
の
た
め
の
慰
霊
碑
に
千
羽
鶴
を
奉

納
し
、
当
時
を
知
っ
て
い
る
被
爆
桜
の
幹
を
触
り
、

今
で
も
花
を
咲
か
せ
る
樹
木
の
生
命
力
と
力
強
さ

を
感
じ
、
平
和
へ
の
想
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

平
和
記
念
公
園
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平
和
記
念
資
料
館

　

資
料
館
に
は
、
原
爆
投
下
ま
で
の
経
緯
、

被
爆
者
の
遺
品
や
被
爆
の
惨
状
を
示
す
写

真
・
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
火
傷
に
あ
え
ぐ
被
爆

者
や
広
島
の
惨
状
の
写
真
を
息
を
呑
む
よ

う
に
見
つ
め
、
あ
ら
た
め
て
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
、
戦
争
の
残
酷
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
㈰
、
午
前
８
時
か
ら
平
和

記
念
公
園
で
行
わ
れ
た
平
和
記
念
式
典

に
は
、
被
爆
者
や
遺
族
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
各
国
の
代
表
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
の
小
学
生
代

表
に
よ
る
「
平
和
の
誓
い
」
で
の
「
身

近
に
あ
る
平
和
を
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
一
人
ひ
と
り
が
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
平
和
だ
と
思
え
る
未
来
を
、
広

島
を
生
き
る
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
平
和
に

対
す
る
強
い
意
思
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

平
和
記
念
式
典

　

　

原
爆
投
下
と
同
じ
時
刻
の
午
前
８
時
15

分
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
、
平
和
記

念
公
園
は
祈
り
と
静
寂
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
厳

お
ご
そ

か
な
雰
囲
気
の
中
、

平
和
を
思
い
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

広島での体験を通して
　この 2 日間で、 平和の大切さ、 核兵器の恐ろしさを肌で感じま

した。 これがもし自分だったらどうすることもできなかったと思いま

す。 今、 僕たちが暮らしている世界も一見平和で公平に見えます。

しかし、 今も戦争で苦しんでいる人たちがいると考えると、 決して

平和、 公平な世界ではないと思います。 だからこそ、 この 2 日間

で学んだ命の大切さ、 命の重さを世界に訴えていく必要がありま

す。 その第一歩が身近な人に伝えることだと僕は考えます。 そし

て一人、 また一人と平和の大切さ、 命の重さが伝っていき、 最終

的に世界に伝わっていけばいいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大藤小学校 6 年　堀内　優
ゆ づ き

月さん）

　今回このような機会をいただくことができ、 今まで知らなかったこ

とについて、 多くを知ることができました。

　安田女子高校では、 平和に暮らすことの大切さを改めて知ること

ができました。 平和記念資料館では、 原爆の恐ろしさを肌で感じ

ることができました。 そして、 平和記念式典のこども代表の言葉で、

広島の子どもたちは自分たちにできることを考え、 行動しているこ

とに驚きました。 今回学んだことを周りに伝え、 今の自分たちに何

ができるのか、 どのようにして次の世代につないでいくかを考えて

もらえるようにしていきたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（城山中学校３年　杉浦　亜
あ も ん

門さん）
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